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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・人事考課について
　平成29年度下半期の人事考課を小嶋SGMへ提出していない人は早急に提出すること。

・部署懇談会について

外来看護、認知症センター、通所、訪問看護五福は5/7（月）、古民家にて行う。欠席者は5/10（木）、場所は未定。懇談会では自己アピールの時間があるので考えておくこと。

・春の職員健康診断があるので、各自日程を確認しながら受けていくこと。

［提出物］

・5月プログラムテキスト：4/20（金）16：00までに提出すること。
・6月プログラムテキスト：5/10（木）中に提出すること。

＜青明舎利用者様情報＞

・福井　彩　　様～4/9出産、4/14退院したとメールにて連絡がある。
　　　　　　　　　⇒4/10朝電話連絡があり、昨晩無事に出産したことを報告している。普通分娩で出産し、母子ともに健康であると元気そうな声で話しており、出産後落ち着いたらデイケアに参加するよう伝えている。出産し、14日（土）に無事退院したことについて電話で報告がある。子供が泣き止まず困ったことはあったが、病院に電話をして対処方法を聞くことが出来たと話している。出産後、貧血で点滴療法を受けていたが、それも改善傾向にあると話している。睡眠不足となることが予想できるため、ストレスを溜め込みすぎないように助言をしている。
・鈴木　知子　様～4/11（水）入浴のため来所している。顔の目の周りが赤くなっていることを伝えると、北村皮膚科に通っているが、良くならないので、病院を変えるか姉と相談していると話している。田中一様の件が落ち着いたこともあり、落ち着いて過ごしている様子。
　　　　　　　　　⇒デイケア利用時、入浴を青明舎で行うことにしたので、デイケアではゆっくりと過ごせてとてもいいと話している。
・高柳　和子　様～4/11（水）定期訪問実施。先日ホームセンターで購入した花を部屋に飾っている。表情は良く、体調については4/8（日）に頓服薬を飲んだと話している。5/26に盛岡で甥様の結婚式があり、出席しようと思っているとのこと。また、デイケアに利用料について気になっていることがあると話している。
⇒以前にも、デイケア利用料について多く支払っているのではないかと疑問を持っていることがあり、何度も説明をしても理解することに時間がかかっていたが、再度自立支援医療費の上限額についての説明を行っていく。
・我満　奈津紀様～4/11（水）に娘様が来所し、本人が入院を希望しているとのことで、同日北病棟に入院となっている。
・藤村　翔　　様～4/13（金）小遣い帳チェックのため来所している。小遣い帳記入について、計算ミスではないが、グループホームの共益費の記入ミスがあり、本人は記入の仕方がわからなくなりパニックになったと話している。分からなくなった場合には、世話人や青明舎スタッフに聞くよう伝えている。
・平　　京子　様～4/11（水）外来受診後来所している。処方変更はなし、採血の結果も問題なかったと話している。風邪をひいたと話しており、咳と鼻水が出るとのこと。4/15（日）定期訪問実施。9:30に訪問するも本人不在であり、再度訪問すると、訪問日を忘れていたような発言が聞かれている。生活状況を尋ねると、野菜食べるようにしているとのこと。
・森田　清助　様～4/11（水）定期訪問実施。朝起きると鼻水が出ると話している。訪問時見慣れない服を着ていた為尋ねると、押入れを片付けたら出てきたので洗濯して着ているとのこと4/10（火）に朝眼が痛くて眼科受診したら、逆さまつげだと言われたとのこと。デイケアの日に急に用事が出来たりしてあまり利用できてなかったけど、4/3（火）利用した。
・中居　美津子様～うみねこ幸房閉鎖により、デイナイトケアを週5回利用予定となる。ただし、火曜日は買い物をするため16時に帰ることとしている。
・前野　義勝　様～うみねこ幸房閉鎖により、デイケアを週4日利用予定となる。水曜日は整形外科受診のため休みとなる。金曜日は整形外科にてブロック注射のため休みたいと話していたが、実際にはブロック注射はしていないことから、水曜日のみ休みとしたが、金曜日も休むことが予想されるため、姉様と連絡を取り合い協力を得ながら、利用できるようにしていく。
※我満　望　　様～母様が4/11（水）に入院しているが、母様の交際相手がアパートに泊まりに来ており、来て欲しくないし、鍵を返して欲しいが、言えないと話している。夜中に大きな声で独語しており、眠れないとのこと。今朝も仕事なのに行かないで家にいるため怖くて家を出たと話している。薬もはっきり確認していないが、いっぱい入っている様子。
⇒本人に話を聞くと、本当は母様との交際には反対だったと話している。外来受診時に、主治医より家に入れないようにと言われていたが、本人は判断できない状態である為、SWの介入が必要と思われる。小嶋SGMからSWに情報提供していく。
＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～4/22（日）は月1回の部屋掃除を世話人と行う予定となっている。
・繁名　和恵　様～4/13（金）鹿内内科受診し、内服薬処方となっている。土日は休養し、月曜日休まないようにと話していたが、本日体調不良で欠席している。
・田中　一　　様～4/14（土）世話人と一緒に部屋の掃除をしている。部屋の壁が見mが剥がれているのを気にしており、退去時に修繕しなければならないかと気にする発言がある。
・下妻　康貴　様～4/14（土）退院し自宅で療養している。退院時サマリーによると、就労復帰は2ヶ月後、コルセット着用は2ヶ月、体をひねらないように指導されているが、守れずにいるとのこと。4/26（木）が八戸市民病院整形外科初外来予定。2ヶ月は自宅療養とするが、職場復帰する頃よりグループホームに戻ってくるのか、グループホームでの生活を再開する時期などについては父様とも連絡を取りながら決めていくこととする。
　　　　　　　　　⇒4/14（土）に退院し外来受診しており、様子を見ると、精神症状は特に変わりはなく、ナイトケア利用は再来週あたりからと話している。日中は家にいても何もしていないのであれば、デイケアで入浴をすることも勧めていく。

・若松　邦生　様～4/8（日）、4/11（水）の昼食後薬の忘薬がある。忘薬したことを病院に連絡するように伝えるが、連絡したがらず、再三の促しで、4/11は連絡している。忘薬した分は世話人が次回外来日まで預かっている。4/15（火）は朝から晩まで休憩しながらも勉強している。
・村上　元道　様～4/9（月）に本人の希望で臨時受診している。本日も受診しており、前回増薬となったバルプロ酸ナトリウムが朝1錠が夕方に変更となっている。仕事は土曜日出勤が多く疲れている様子。世話人訪問時には出掛けており、中々会えないことが多い。訪問看護も仕事があり訪問出来ないことが多くなっているとのこと。
・番沢　政勝　様～4/18（水）鹿内歯科受診予定。
・坂本　秀男　様～5/1（火）ひかり事業所泉さんがモニタリング予定。グループホーム利用者よりべたべた触られて嫌だと話しており、相手にしないようにしているとのこと。4/20（金）の六角堂祭にグループホーム代表として参加予定となっている。
・田名部　浩平様～5/1（火）特定相談員平館氏がモニタリング予定となっている。
・豊川　明男　様～5/7（月）よりデイケア利用開始予定。
・中村　与一郎様～5/7（月）よりデイケア利用開始予定。
＜利用者様情報＞

デイケア
・寺地　啓喜　様～不調の訴えがが聞かれており、理由について、運動し過ぎたと思うと話している。静養室で45分休んでいる。「体が休まり良くなりました」と話している。以後プログラムへは参加することができている。
・細谷地　与蔵様～4/12（木）　八戸赤十字病院にて、血液透析準備のため、左前腕に内シャントを造設。透析開始はまだ未定であるが、シャント部の保護シールに触れることなし。シャント音良好である。今後、血圧測定は右上腕を使用するようにしていく。
デイナイトケア
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、週末も膝の痛みを訴え、軟膏の塗布を希望している。受診で痛み止めを処方されていること等を説明するが、聞き入れる様子が窺えず、ホールでは正座をしており、足に負担を掛けないよう声掛けをしている。また、スタッフに「病院の先生の声がする」と、幻聴様の訴えがあったとのこと。デイナイトケアでは、膝の痛みの訴えは聞かれず、運動の動きは足をかばうような動作はない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察し必要時には声掛けを行っていく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、本日で8日間排便がなく、来所前に浣腸を施行し、多量の排便があったとのこと。本日のデイナイトケアでは3度の排便があり、「お腹も良くなってきた」と話している。トイレでの介助要求はなく、プログラムへの参加に拒否無く自力で移動している。食事は残食があり、昼食は各食1/2量を残している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も食事摂取量を観察していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、週末は周囲を不快にするような発言や態度があったとのこと。本日のデイナイトケアでは、スタッフや他メンバーが近くに行くと睨むことや、勢いよくドアを閉めることがある。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も他者トラブルに注意し適宜介入していく。
・奥山　以依子様～4/12(木）に青陽館の浴室内で転倒し、左側頭部に割創を負っている。本日は、創部の痛みについて尋ねると「痛くないです」と話しており、普段から下を向いて小走りで歩行しているため、転倒に注意して歩行するように声掛けすると「分かりました」と返答している。今後も転倒に注意し、見守りを行っていく。
ナイトケア
・若松　邦生　様～4/12（木）来所しており、普段通り過ごすことが出来ている。現在利用日の変更を考えており、金曜日の雰囲気などの感想を聞くと「静かな感じなので過ごしやすいですね」と話しており、特に問題なく過ごせているとのこと。調理教室以外で初めて金曜日に来所した状態である為、今後も様々な曜日に利用してみた後に利用日を決めるよう促すと「すぐはなんとも言えないので、色々と体験してってみます」と話している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（鈴木　知子　様）　
実施日：H30年4月16日（月）13：30～14：00

担当：石橋

参加者：小嶋、戸賀沢、柴崎、藤田、馬場、石橋

検討内容　目標と計画の見直し

	氏名
	鈴木　知子様
	性別
	女
	年齢
	47
	生年月日
	S45.11.17

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	入院歴
	計3回（最終：H5年9月14日　～　H6年10月2日　）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.2～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣、ヘルパー、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣

	住居：
	家族構成：

	利用制度
	

	備考：事例検討に必要な情報を記載

S59年1月頃より、空笑･幻聴･妄想･独語等の症状が出現し、S59.2.6八戸市立市民病院精神科初診、通院治療を継続していた。S60年10月頃より上記症状に加え、不眠･奇異な行動が出現し、S61.3.8当院初診し1回目の入院（～S62.4.30）。以後、上記症状再燃により、当院へ計3回の入院歴がある(②H4.10.15～H5.4.25 ③H5.9.14～H6.10.2)。H6.10.2当院退院後は自宅療養となり、当院への外来通院(1回/4週)、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/2週)、ヘルパー利用（2回/週）、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討することで、不安や問題の早期解消を図るために、スタッフは相談された際には、わかりやすく対処法を伝え、本人が実践しやすいように関わっていく。

	
	②生活能力を維持する。
	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	②再発予防プログラムに参加し、身体機能、病状管理能力、家事能力、対人関係技能の維持を図るために、スタッフは参加状況を確認し、参加していない場合は参加を促していく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	スタッフに相談することは出来ている。自ら担当スタッフに面談を希望することが出来ている。デイケアの時間内で相談できないときには帰宅後電話にて相談している。
	本人がスタッフに話しやすいように、声を掛け、不安なことは、その場で話せるようになる。

	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	出席率（1月→75％、2月→50％、3月→80％）である。プログラムには拒否無く参加されている。
	今後も継続し、継続的な来所を出来るように促していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	1 不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討するために、スタッフは本人に話し掛けて、話しやすい環境を作る。

	
	②生活能力を維持する。
	②-1　バランスよく食事をとれるようにする。
②-2　膝への負担を減らすため、体重を減らし、下半身に筋力をつける
	2 -1栄養指導に参加し、栄養についての知識を身につけてバランスの良い食事を取れるようにするために、スタッフはプログラムの参加を促す。また、食事の内容を確認して野菜を摂取できるように助言する。
②-2身体機能を維持、体重の減量をするために、スタッフは運動療法への参加を促す。


＜現状＞

・先月末より入浴は青陽館から青明舎へ変更し入浴を行っている。

・青陽館は楽しいのでゆっくり過ごしたいとのこと。

・男性の集団に恐怖を感じることがある。

→スタッフの近くにいることで問題なく過ごすことが出来ている。

・昨年の秋にデイケアの利用を水曜日から木曜日に変更している。

→変更後は、出席率50％をキープすることが出来ている。

・膝の痛みは良くなってきていると話している。サポーターを着用している。

・3/29(木)担当スタッフと面談を行う。

デイナイトケアの利用者さんよりご飯を誘われる件について相談している。

スタッフの介入により解決している。

・本人はコミュニケーションの能力をあげたいと話しているため、自らスタッフや他メンバーへの話しかけが見られている。

→自ら話そうとしていることを評価してください。

